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研究シーズの概要 

金属を素材とした製品の開発、リデザインに関わる技術研究。 

金属を素材としたモニュメント制作の研究。 

金属工芸品の修復、復元等の研究。 

研究シーズの詳細 

◆研究例◆

◆社会人講座を活用して、企業社員の技術

研修とともに新たな金属製品の開発。消えかけ

ていた広島銅蟲の技術研修と試作を重ね、新

たな製品化に結びつけた。 

◆研究例◆

◆山口県立岩国総合高校

(旧岩陽高校)「大校章」の 

制作(1995 年制作)： 

一般市民からの公募デザイン 

(平面)を立体的なデザインに 

起こし、実制作までを担当し 

た。 

◆広島A.D.C(広島アートディレクターズ)賞トロフィー制作

(2009 年制作)：デザインと実制作を担当

◆シニアアートフェスティバル受賞者用記念品制作(2011

年制作)：展覧会の審査委員と商品のデザイン提案、実

制作を担当した。

想定される用途・応用例 

◆新たな製品開発の展開やリデザイン

◆コーポレーションアイデンティティーを示すモニュメント。公共モニュメント。

◆金属工芸等の文化財の修復、復元、レプリカ

セールスポイント 

金属工芸技法については、古典から、最新テクノロジーを取り入れたものまで幅広く研究します。 

金属製品のデザインと政策研究を行っています。 
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